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『
権
利
保
護
の
必
要
』

書
名
か
ら
受
け
る
印
象
で
は、

樫
利
保
護
請
求
躍
を
罰
象
と
し、
こ
れ
を
基

礎
づ
け
又
は
論
難
す
る、
や
か
ま
し
い
理
論
書
で
あ
る
や
う
に
見
え
る。

限
利

保
護
の
必
要
と
い
ふ
標
題
の
術
語
は、

具
陸
的
訴
様
論
の
成
立
以
来、

都
利
保

護
請
求
躍
と
結
び
つ
く
の
が
一
般
で
あ
る
し、

本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
基
礎

V
T
め

理
論
の
論
議
を
忠
は
せ
る
践
し
い
趣
を
も
つ
か
ら
で
あ
る。

著
者
は、
し
か
し、
臨
利
保
護
の
必
要
を、
鹿
利
保
護
請
求
躍
に
結
び
つ
け
て

ゐ
な
い。
そ
れ
は、
ジ
ュ
タ
イ
γ
の
見
る
や
う
に、
徳
利
保
護
要
件ハ
出
S
Eml

mOV
EN
g
s
g
g
t
¢目
的
g）
の
一
項
目
と
し
て、

訴
訟
成
立
要
件
（
町円。l

g
言。
g
gω。けNG出
向。
ろ
か
ら
区
別
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く、

木
案

判
決
の
要
件
と
し
て
の
訴
訟
要
件
（
吋
gNob
g
g
g
g
宮
S
mo
g－
を
成
す

も
の
で、
こ
れ
が
依
け
る
場
合
に
は、

訴
を
不
超
法
と
し
て
却
下
寸
る
訴
訟
判

決
が
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
の
で
あ
る。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
具
位
的
訴
樫
論
者
の
愛
用
語
を
踏
襲
し
た
こ
と
は、
歪
め

ら
れ
る
以
前
の
素
朴
な
意
味
で
の
躍
利
保
護
ハ
同
2
5mmoy
己
ろ
が、

民
事
訴

..L・ノ、

ハ
四
七
五
）



紹
介
と
批
評

訟
の
重
要
な
一
牛
の
機
能
で
あ
る
こ
と
を
、
浸
却
す
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
で
、

當
事
者
に
権
利
の
保
護
を
求
め
る
灌
利
が
な
い
と
し
て
も
、
與
へ
ら
れ
る
も
の

が
槽
利
の
保
護
で
あ
る
こ
と
ば
疑
が
な
い
と
す
る
趣
旨
で
あ
ら
う
。
實
は
、
こ

の
語
の
か
う
し
た
用
ひ
方
は
、
著
者
の
場
合
に
限
ら
れ
な
い
。
権
利
保
護
の
必
要

（
蜀
①
。
算
総
9
彗
N
び
9
辞
甘
駐
）
と
い
ふ
標
題
か
ら
、
い
き
な
り
灌
利
保
護
請

求
権
（
閃
o
魯
鍍
曽
｝
旨
言
琶
碧
旨
9
）
を
、
聯
想
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
種
の
、
利
釜
な
い
し
必
要
が
、
『
從
來
詳
論
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
』
。

本
書
は
こ
れ
に
つ
い
て
『
何
砥
ど
か
の
寄
興
を
供
し
よ
う
と
す
む
も
の
で
あ
る
』

（
導
嫉
犀
炉
鱒
司
ヴ
恥
隙
）
。
た
だ
し
、
嘗
て
ブ
ラ
イ
が
企
て
た
や
う
な
、
深
い
理
論

的
槍
討
は
な
く
、
解
羅
論
の
確
立
の
た
め
に
、
む
し
ろ
實
謹
的
に
、
．
適
用
の
基

準
を
整
理
す
る
こ
と
が
意
圖
さ
れ
て
ゐ
る
。
訴
訟
法
理
論
の
本
で
あ
る
よ
り
ぱ

訴
訟
法
解
羅
の
本
で
あ
る
。

　
鼎
者
者
ア
ド
ル
フ
・
シ
ェ
ン
ケ
（
正
し
く
は
ア
ー
ド
ル
フ
・
シ
ェ
ー
ン
ケ
）
は
、

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
（
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
）
の
正
教
授
。
職
前
か
ら
我
國
に
も
そ
の
教

科
書
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
殊
に
最
近
、
ガ
ウ
プ
、
シ
ュ
タ
イ
ソ
、
ヨ
ー
ナ
ス

三
代
の
彫
琢
を
脛
た
著
名
な
標
準
註
羅
書
を
承
纏
し
て
、
そ
の
第
一
七
版
（
麟

九
四
九
年
）
を
編
輯
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
我
々
に
は
頓
に
印
象
の
深
さ
を
加

へ
た
（
此
④
コ
メ
ン
タ
ー
ル
は
本
年
一
月
の
追
録
に
よ
つ
て
五
一
年
｝
一
月
の

二
度
目
の
補
訂
を
も
既
に
を
へ
た
）
。
　
職
後
今
日
ま
で
、
右
の
ほ
か
既
に
、

N
零
”
昌
晦
o
o
〈
O
一
『
嘗
Φ
O
犀
q
b
び
q
胃
①
O
げ
計
ド
》
9
山
こ
一
漣
9
｝
〈
魍
巳
胃
巳
δ
。
と
、

富
ぼ
薯
魯
留
の
N
言
一
冥
o
N
①
辱
Φ
。
｝
誘
鴇
ド
》
島
二
一
3
ご
国
胃
一
ω
冨
げ
o
，

と
も
、
我
國
に
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
い
ま
取
上
げ
て
ゐ
る
書
物
は
、
シ
ェ
ソ
ケ
自
身
と
ブ
・
ー
マ
イ
ヤ
ア
、
パ
ー

ゲ
ソ
シ
ュ
テ
ヅ
ヒ
ェ
ル
、
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
三
名
と
の
共
同
編
輯
に
か
か
る
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
四
七
六
）

訟
法
叢
書
の
一
冊
で
、
本
文
わ
づ
か
八
四
頁
の
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
で
あ
る
。
論
文

の
抜
刷
り
程
度
と
思
へ
ば
先
づ
見
當
は
違
は
な
い
。
同
じ
叢
書
の
他
の
分
柵
に

面
白
い
も
の
が
あ
り
さ
う
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
手
に
は
い
ら
な
い
。
シ
ェ

ソ
ケ
の
こ
の
論
文
に
し
て
も
、
　
ご
器
菊
①
魯
誌
。
。
9
暮
暮
①
象
鳳
鼠
望
》
容
ダ

N
室
等
貰
、
｝
温
9
曽
α
鉾
屋
“
幹
と
い
ふ
そ
の
前
身
が
あ
る
筈
で
、
彼
自

身
こ
れ
は
首
掲
の
論
文
炭
牧
喜
る
宝
り
ら
し
く
（
弩
自
分
の
テ
キ
ス

｝
に
も
そ
れ
だ
け
し
か
引
い
て
ゐ
な
い
か
ら
偽
今
に
な
れ
ば
必
要
も
な
い
け
れ

ど
も
、
難
誌
が
う
ま
く
來
な
い
た
め
に
、
前
身
の
方
は
見
て
ゐ
な
い
。

二

　
著
者
は
民
事
訴
訟
の
制
度
目
的
か
ら
説
起
こ
す
。
制
度
と
し
て
の
民
事
訴
訟

の
目
的
は
、
梅
利
保
護
の
供
興
に
よ
る
法
の
確
謹
（
切
①
需
餌
ぼ
魚
蔭
α
留

国
①
畠
貯
）
と
、
法
的
翠
和
の
保
護
（
≦
餌
穿
q
β
磯
α
窃
即
9
ぎ
亀
三
①
盆
房
）
と

を
、
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
づ
れ
か
一
方
に
こ
れ
を
限
る
こ
と
は
不
當
で

あ
り
、
ま
た
、
こ
こ
に
法
の
確
謹
と
は
、
客
観
法
の
實
現
に
關
し
、
私
罐
の
行

使
貫
徹
へ
の
助
力
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
訴
訟
法
上
の
間
題
は
、
か
や

う
な
制
度
目
的
を
踏
ん
ま
へ
て
、
目
的
論
的
に
こ
れ
を
考
察
し
な
け
れ
ぼ
な
ら

ぬ
（
鴫
囎
一
繭
）
ひ

　
か
く
て
、
民
事
訴
訟
を
支
配
す
る
も
の
は
、
公
共
の
利
釜
で
あ
り
、
私
人
に

権
利
保
護
を
與
へ
る
べ
き
必
要
の
存
す
る
場
合
に
の
み
、
裁
剣
所
の
時
と
力
と

が
私
入
に
與
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
從
來
、
権
利
保
護
の
必
要
は
、
と
く
に
訴

に
關
し
て
扱
は
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
訴
訟
行
爲
す
べ
て
の
要
件
で
、
一

般
的
確
利
保
護
供
與
要
件
（
巴
蒔
Φ
冨
①
甘
①
即
①
。
暮
絡
9
暮
鎧
Φ
巧
蜜
旨
昌
駁
㌣

〈
o
轟
葛
器
言
§
㎎
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
直
接
間
接
に
訴
訟
手
綾
の
螢
爲
に
奉



仕
す
る
當
事
者
も
し
く
は
裁
到
所
の
総
て
の
行
爲
に
灌
利
保
護
の
必
要
が
到
懸

し
、
ひ
と
り
訴
の
み
な
ら
ず
、
上
訴
に
も
、
再
審
の
訴
に
も
、
現
状
同
復
の
申

立
・
閾
席
到
決
に
劉
す
る
異
議
・
執
行
の
方
法
に
關
す
る
異
議
・
補
助
参
加
・

鐙
擦
の
申
出
等
に
も
、
こ
れ
は
必
要
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
の
適
用
の
範
園
は
訴

訟
要
件
よ
り
廣
い
の
で
あ
る
が
、
欠
飲
の
効
果
は
訴
訟
要
件
と
同
檬
に
當
該
訴

訟
行
爲
を
許
さ
れ
な
い
も
の
に
す
る
。
権
利
保
護
の
必
要
は
職
灌
調
査
事
項
に

厨
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
訴
に
つ
い
て
澗
題
と
な
る
場
合
、
猫
民
訴
二
七
五
條

に
よ
る
特
別
の
取
扱
は
許
さ
れ
ず
、
調
査
の
標
準
に
な
る
時
貼
は
事
實
審
の
口

頭
辮
論
の
絡
結
時
で
あ
る
。
な
ほ
、
一
そ
の
存
否
は
常
に
理
由
具
備
の
調
査
に
先

立
つ
て
行
は
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
（
鴫
論
蹄
疋
飾
、
）
。

　
從
來
、
権
利
保
護
の
必
要
は
、
い
は
ゆ
る
灌
利
保
護
要
件
に
計
上
せ
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
同
じ
要
件
に
計
上
せ
ら
れ
る
他
の
項
目
と
等
質
で

な
く
、
反
到
に
、
権
利
保
護
要
件
を
訴
訟
成
立
要
件
か
ら
匠
別
す
る
べ
き
理
由

は
な
い
。
こ
と
に
重
要
な
こ
と
ば
、
こ
の
考
へ
方
が
灌
利
保
護
講
求
灌
の
理
論

と
と
も
に
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
既
に
廣
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
や

う
に
、
さ
や
弓
な
請
求
権
は
肯
定
で
き
な
い
。
灌
利
保
護
の
必
要
と
い
ふ
も
の

は
、
コ
ー
ラ
ア
の
言
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
罹
利
保
護
請
求
灌
の
承
認
に
依
存
し

な
い
。
櫻
利
保
護
請
求
椹
か
ら
出
稜
し
て
、
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
實
膿
的

司
法
法
を
提
唱
し
、
権
利
保
護
の
利
釜
に
關
す
る
規
定
を
、
私
人
の
灌
利
を
規

定
す
る
要
件
に
關
し
、
し
か
し
國
法
的
性
絡
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
そ
の
一
種

に
算
へ
た
が
、
灌
利
保
護
の
必
要
を
一
般
の
訴
訟
要
件
か
ら
匠
別
し
て
別
異
に

扱
ふ
べ
き
理
由
は
な
く
、
罐
利
保
護
請
求
灌
を
否
定
す
れ
ば
、
ま
た
、
彼
が
實

膣
法
と
み
る
諸
規
範
は
、
國
法
上
の
も
の
と
し
て
捉
へ
ら
れ
得
な
く
な
る
筈
で

あ
る
（
論
壌
、
｝
語
）
．

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
か
や
う
な
一
般
的
権
利
保
護
供
與
要
件
は
、
そ
れ
で
は
一
膿
い
つ
具
は
る

か
。
當
該
訴
訟
行
爲
が
、
客
観
的
に
判
臨
し
て
、
訴
訟
目
的
の
充
足
に
向
け
ら

れ
た
も
の
と
し
て
現
れ
る
場
合
、
と
言
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
訴
訟
關
係
と
こ
れ

に
影
響
せ
ら
れ
る
當
事
者
の
私
法
上
公
法
上
の
關
係
と
が
、
直
接
間
接
に
そ
の

行
爲
に
よ
つ
て
有
利
不
利
な
影
響
を
う
け
る
と
き
は
、
こ
の
場
合
に
當
る
も
の

で
あ
る
。
鰹
利
も
し
く
は
利
釜
の
何
ら
か
の
侵
害
も
し
く
は
危
殆
に
つ
い
て
排

除
の
利
釜
が
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
（
イ
）
灌
利
保
護
の
利
釜
は
私
法
上
の
請

求
灌
そ
の
他
の
利
釜
と
同
じ
で
な
い
。
そ
れ
は
訴
訟
の
甥
象
や
當
該
訴
訟
行
爲

の
訴
訟
上
の
意
義
効
果
か
ら
生
じ
う
る
。
從
つ
て
ま
た
、
訴
訟
物
や
訴
訟
行
爲

の
多
檬
性
に
鷹
じ
て
、
様
々
で
あ
り
5
る
。
特
に
、
椹
利
保
護
の
必
要
は
、
行

爲
の
直
接
の
効
果
に
つ
い
て
の
利
釜
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
附
随
的
効
果

か
ら
も
生
じ
5
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
注
意
を
彿
ふ
必
要
が
あ
る
。
（
ロ
）
権

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

利
保
護
の
必
要
は
訴
訟
上
の
利
釜
を
要
求
す
る
。
求
め
ら
れ
る
結
果
が
訴
訟
外

の
手
段
で
達
せ
ら
れ
る
と
き
、
他
に
も
つ
と
簡
易
な
手
段
が
あ
つ
て
同
檬
の
効

果
が
え
ら
れ
る
と
き
、
既
に
訴
訟
手
段
に
よ
つ
て
ゐ
る
と
き
な
ど
は
、
訴
訟
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
ヤ

の
利
釜
が
な
い
。
（
ハ
）
當
該
訴
訟
行
爲
の
目
標
は
保
護
に
値
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
不
能
な
給
付
を
目
的
と
す
る
行
爲
や
、
假
装
訴
訟
に
は
、
こ
の
貼
か
ら
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

釜
が
な
い
。
（
二
）
必
要
は
現
存
す
る
こ
と
を
要
し
、
ま
た
、
（
ホ
）
行
爲
者
の
個

ヤ
　
　
ヤ

人
的
利
害
を
俘
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
へ
）
ひ
と
り
申
立
人
の
利
釜
だ
け
で
な

　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
ヤ

く
、
相
手
方
の
利
釜
も
顧
慮
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
（
ト
）
権
利
保
護

の
必
要
を
そ
な
へ
る
者
は
雫
あ
る
権
利
の
主
醗
に
は
限
ら
れ
な
い
。
（
チ
）
當
該

行
爲
か
ら
損
害
賠
償
の
問
題
を
生
じ
る
可
能
性
は
、
保
護
の
必
要
を
妨
げ
な
い

（
論
錨
詐
）
．

　
以
上
が
、
第
一
節
・
民
事
訴
訟
の
目
的
、
第
二
節
・
一
般
的
椹
利
保
護
供
與

六
三

（
四
七
七
）



紹
介
と
批
評

要
件
と
し
て
の
樫
利
保
護
の
必
要
、
第
三
節
・
灌
利
保
護
の
必
要
と
灌
利
保
護

請
求
樒
お
よ
び
實
膣
的
司
法
法
、
第
四
節
・
灌
利
保
護
の
必
要
の
諸
要
素
、
の

四
文
節
の
要
旨
で
あ
る
。
最
後
の
文
節
に
最
も
多
く
の
ぺ
ー
ジ
が
割
か
れ
、
議

論
も
こ
こ
に
入
つ
て
か
ら
丁
寧
で
あ
る
。
こ
れ
に
第
五
節
・
外
國
法
と
題
し
た

佛
伊
法
へ
の
簡
軍
な
言
及
（
㎜
酔
則
）
を
加
へ
、
A
編
・
一
般
的
基
礎
と
名
づ
け
る

総
論
が
を
は
る
。

・
残
鹸
の
五
〇
頁
が
各
論
に
充
て
ら
れ
、
B
編
・
判
決
手
績
に
お
け
る
椹
利
保

護
の
必
要
の
意
義
（
姻
細
則
）
、
C
編
・
彊
制
執
行
に
お
け
る
擢
利
保
護
の
必
要
の

意
義
（
拙
調
劃
）
、
D
編
・
破
産
に
お
け
る
権
利
保
護
の
必
要
の
意
義
（
課
雌
の
）
の
、

三
編
に
分
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
A
編
第
四
節
の
諸
項
目
を
具
瞠
的
に
各
場
合
に
適
用
し
て
吟
昧
す
る
の
が
、

B
・
C
・
D
三
編
の
各
論
で
あ
り
、
こ
の
各
論
に
こ
そ
、
A
編
第
四
節
と
と
も

に
、
本
書
の
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
事
が
適
用
に
關
す
れ
ば
、
問
題
は
い
き
ほ
ひ
幾
ら
で
も
細
分
化
し

て
行
か
ざ
る
を
え
な
い
。
B
編
は
、
訴
ム
般
・
給
付
の
訴
・
確
認
の
訴
・
形
成

の
訴
・
不
服
申
立
・
補
助
参
加
・
そ
の
他
の
訴
訟
行
爲
・
仲
裁
手
績
の
八
節
、

C
編
は
、
執
行
一
般
・
特
殊
財
産
に
お
け
る
執
行
・
執
行
文
付
與
の
訴
・
執
行

に
お
け
る
救
濟
・
假
差
押
假
庭
分
の
五
節
、
D
編
は
破
濠
開
始
の
前
後
を
扱
ふ

二
節
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
た
れ
、
各
節
が
多
く
は
更
に
激
項
敷
號
に
分
説
せ
ら
れ

る
。
一
項
の
も
と
に
勲
箇
の
問
題
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
少
く
な
い
。
そ
の
間
、

裁
判
駈
の
到
決
例
が
、
絡
計
約
二
〇
〇
、
縷
め
ら
れ
、
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

　
コ
メ
ン
タ
ー
ル
流
の
こ
の
部
分
を
、
要
約
す
る
こ
と
ば
、
意
昧
が
な
い
。
全

課
し
て
示
す
以
外
に
は
、
内
容
を
學
げ
る
方
法
が
あ
る
ま
い
。
主
眼
馳
に
却
つ

て
筆
を
省
く
理
由
で
あ
る
。

三

山
ハ
四

（
四
七
八
）

　
本
書
の
贋
値
は
三
黙
に
あ
る
。
第
一
は
、
首
題
に
關
す
る
諸
問
題
を
綜
合
し

た
こ
と
。
全
膿
の
鳥
轍
展
望
が
多
く
の
便
宜
を
供
す
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な

い
。
第
二
は
、
灌
利
保
護
供
與
要
件
な
る
も
の
を
前
面
に
打
出
し
て
、
こ
の
種

の
利
釜
を
統
一
的
に
把
へ
さ
せ
る
こ
と
。
新
奇
な
著
想
で
は
な
い
と
し
て
も
、

自
畳
を
確
讃
す
る
役
に
立
つ
。
第
三
は
、
實
謹
的
な
適
用
場
面
の
吟
昧
と
整

理
。
解
繹
論
へ
の
大
き
な
貢
献
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
は
、
総
論
問
題
に
弱
く
論
得
力
が
な
い
馳
で
、
第
二

は
、
な
ほ
實
釜
の
面
が
確
立
さ
れ
て
ゐ
な
い
黙
で
、
あ
ま
り
高
く
は
評
贋
で
き

な
い
。
本
書
の
功
績
は
、
何
よ
り
も
各
論
的
な
最
後
の
貼
、
第
三
の
黙
に
あ
る

と
思
ふ
。
人
は
永
く
こ
こ
に
解
麗
の
指
針
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
ら
う
。

　
本
書
の
内
容
は
、
逐
次
、
著
者
自
身
の
コ
メ
ソ
タ
ー
ル
や
テ
キ
ス
ト
に
、
時

に
は
殆
ど
同
文
の
ま
』
、
吸
牧
せ
ら
れ
て
ゆ
ぐ
や
う
で
あ
る
。
論
文
と
し
て
、

鋭
い
と
か
傑
い
と
か
い
ふ
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
忍
耐
づ
よ
い

地
道
な
解
縄
論
の
開
拓
に
、
敬
意
を
表
し
た
く
思
つ
て
、
本
書
を
取
上
げ
た
。

桁
外
れ
で
も
、
優
秀
で
も
な
い
書
物
だ
が
、
同
じ
職
後
の
我
國
に
は
、
現
れ
に

く
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
乾
）


